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教えて！あなたの団体 

「スマイルの会」は、自治会と協力し、田原南部校区を中心に、防災意識と避難所の生活を高めるため
の活動をしている、平成 28 年度にスタートした女性グループです。今年度は、市⺠提案型委託事業補助
金を活用し、これまで以上に充実した「非常食づくり研修会」や「意見交換会」を展開してきました。 
 代表の大場直子さんに、これまでの活動の経緯や今の思いなどについて話してもらいました。 

Q 具体的にどのようなことをどのようなところで行っているのですか。 
Ａ 非常食作りや防災グッズ作りなど、避難所生活に役立つ知識を校区の皆さんに伝える活動を、田原

南部⼩学校の防災キャンプや、市⺠館での防災研修会（市内⼀⻫防災訓練）、各組の女性のための防
災研修会などで行っています。 

Q 防災に関する知識・知恵はどのように学び、活動の機会をどのように作っていったのですか。 
Ａ 市の防災カレッジの特別会、テレビや本、インターネットを活用して、「パッククッキング」や

「ペットボトルで作るピザ」などの非常食作りを学び、本当に役立つもの、より良いものを伝えられ
るよう、市⺠館で実際に作ってみました。そして、市の⼀⻫避難訓練や、地域の⼩学校での防災キャ
ンプに、“こんなことができるので、やらせてください（協力させてください）”とお願いして参加し
たり、放課後児童教室に出向き、子どもたちと防災グッズづくりをしたりして、児童教室での活動が
できるようになったりというように、こちらから積極的に声をかけて活動場所を作っていきました。
男女共同参画のイベント等にも出展して広報活動もしました。校区内各組での女性向け研修会の際に
は、組から組へ声をかけてくれ、研修会の場所が広がったということもありました。 

 
 

 
   

 
 
 
 
 

スマイルの会 

2 月 25 日（土） 

防災ボランティアコーディネーター交流会で、「スマイルの会」紹介  

ペットボトルを利用し
てのピザ作り 

田原市民活動支援センターだより「あったか」 
   A＝渥美のア、TA＝田原のタ、AKA＝赤羽根のアカをくっつけたロゴで、 

あったかい心で、つながるあったかいまちづくり、そんな活動はあったかい、とあったか尽くしのたよりです。 
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編集後記 

今、私の通う文化会館の市⺠活動支援センターまでの R２５９の道
程は、菜の花や河津桜がまぶしいくらい美しい。温暖な気候に恵まれ、
野菜、花卉、肉、貝、など特産物も満載の渥美半島。この時季はとり
わけいい所だなあと思う。 

ご意見・ご感想は 

田原市⺠活動支援センター まで 
開設場所 田原文化会館フリースペース 
開設日時 毎週火曜日・土曜日/正午〜午後 4 時 

 

Q 2 月 4 日田原文化会館で開催された『災害を我がこととして考えるために』をテーマにした 
 意見交換会は盛況でしたね。反響はいかがでしたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q これまでの活動を通じて、学んだこととかメンバーのことなどを教えてもらえますか。 
Ａ 人から人へ話が広がっていったり、新しい情報、知識を教えてもらったりと、日頃の人間関係が

大切だと思いました。そうしてイベントをするときは校区を通してとか、学校の防災キャンプでは
自分たちのできることを提供するとか、相手に合わせて役に立つというスタンスで事を行うという
ことも大事だということを感じました。 

メンバーは、いろいろなノウハウや人脈や強みを持っている人ばかりで、それぞれ得意なところ
を活かして相談したり助け合って活動しています。何より、気心の知れている仲間なので、忙しい
時や、都合の悪いときは休んでＯＫ。そのお陰か、楽しんでやっている、自由な雰囲気がいい、新
しいことが刺激になっている、認めてもらえて嬉しいなどと言ってくれています。 

  地域の方にも、活動したことを回覧として回し、「あっ、スマイルね」と言っていただけるよう
になってきました。 

 
Q では最後に市⺠の皆さんに防災の観点からメッセージをお願いします。 
Ａ 今回、改めてつながることの大切さを感じました。何かするときに、仲間と共にそして自分たち

だけでなく、いろいろな人とつながっていくことが大事。そして、防災は自分の住んでいるところ
がどういう被害を受けるのか把握しておくことが大切。危機意識をもって毎年確認を。自助・共
助・公助の中に、是非とも近助（所）の力を加え、大きな災害でも⼩さな被害に押さえていきまし
ょう。 

 

まちづくり講座 【 ワークショップ みんなで語ろう まちづくり 】 

２月２６日（日）１３時３０分から田原文化会館２０１・２０２会議室で、「まちづくり講座」を開
催しました。 

参加者は少なかったですが、思うところを自由に述べ合い、「協働とは」とか「魅力の発信」などを
中心に「まちづくり」ということをじっくり考えるきっかけとなりました。 

 

Ａ「⼀度の避難訓練やモデル事業でなく習慣化する」「守りた
いものがある人から動く」「できることをまずやる」などの
提言があり、会場からは、住んでいる付近の崖や海抜の低さ
などへの心配も出されました。まさに、その人ごとに心配事
があるのだと感じました。8０人を超す参加があり、満足度
についてのアンケートでも、５段階評価で４以上が 75％を
上回る高い評価をいただきました。自由記載についても多く
記入いただいたので、よく検討し、今後の活動に活かしてい
きたいと思っています。 

意見交換会後、ファシリテーターの
藤岡喜美子さんを囲んで 


